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社団法人 日本アマチユア無線連盟香川クラブ



御  案  内

タ ラブ定例 ミーテ イング

上記の定例 ミーテイングを下記のとか り行ない査すので多数御参加 くださ

い (す よう御案内申し上げです。

なお、今回は 7月 1日 改正の電波法第 110条 第 1号およひJARL制 定

「 V・ UHF帯 使用区分」の一部改定等について説明があ りますので、ぜひ

お出かけ ください。

言己

1,日   時   7月 5日 (日 )16.00～

1.場    所    大的場健康増進 センター  1階  会議室

※ 追記  7月 下旬に開催予定の高松趣味協会主催「教養サロン」参加、

.香川県内ハムフエステイバル開催、その他重要な相談ごとがあり

役員会も兼ねますので多数Q御出席をぜひともお願いします。

新 入 会 員 紹 介

JA5 VO

JA5ETK

JH5FEE

JA5WSP

田 中  崇 弘

高松市多肥上町 1855-5

佐 藤  康 宏

高松市天神前 4-る 5 電化センター内

佐 々木  靖 生

高松市高松町 1872
大局 マンシ ョン 302

小  り|1  盛  雄

高松市三条町 72-12

よろしく|お願いします。
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初の広告はがき 7月 7日 発売ヘ

全国版 2種 oス ポンサーは東芝と本田技研

「 広告つき官製はがき」が 7月 7日(月から全国の各郵便局で売 り出される。

売 1面 1枚 35円 (通常はがきは 40円 )と お得な広告はがきの第 1号、そ して

その全国版の第 1号でもある。

広告主は東京芝浦電気と本田技研工業の両者。発行枚数は各 1,000万枚。

東芝の広告デザインは四つ葉の クロー
バに、赤 くローマ字の社名入 り。本田

は同社製の自動車 とスクー′一をあじらい、ホングの社名 と
シー トベル ト着用 、_

のフレーズ入 り。いずれもオフセ ツト版・ 4色。広告専門家などで構成の「葉

書広告懇談会」 (郵政省郵務局長の私的諮問機関 )に かけ られたが「 グ ツド
。

デザイン」との評価を得た。

なお広告はがきは料額印面 も新意匠の「 高層 ビル」 (オ フセ ツト・ 2色 、原

画は図案家の渡辺三郎氏 )と な つた。

=ス ポンサー
タ
第 1号 ″の企画意図=

◇東芝 =四つ葉のタローバーを見つけると幸運が訪ずれるといゎれている。

そこで 1枚、 1枚のはがきが杯つでも幸せな運ぶ便 りであるよう、総合電

気 メーカーとして幅広い技術を通 じ、豊かで幸せな暮 らしに奉仕する東芝

の願いをこの四つ葉のク ローバーに託 した。

◇本田技研 =バ イクや車は、仕事にンジ ヤーに生活の足 として大 きな役割を、

呆た している。しかヽ最近は一人で近距離を走るときには
バイクで、人数

の多いときには車でと上手に使い分けて ガソリンの節約を心がける人が人

変多 くな つてきた。しかし安全に対する心がけ も大切だ。そこで
バイクや

草のある楽 しい生活を訴求 しながら、安全の基本であるヘルメ ツトをかぶ

ること、シー トベル トを締めることを忘れないように との願いをこめて、

この広告を制作 した。

(“今秋 11月 に地万版の広告はがき (邦政局所在地の都府県 、その他のり
.武は明

年 2月 に売り出される。   『 通信文化新報』56年 5月 2ろ 日かい
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太 陽 が 拓 く地 球 新 時 代

太陽熱試験発電所開設記念

仁 尾 太 陽

一昭和 56年 3月 ～ 58年 11月 一

◇ は じめ に

香川県の西北部に位置 し、かつては「 塩の町」「 みかんの町 」として名をは

せた仁尾町で、「 国のサンシ ヤイン計画」″'一
環である太陽熱試験発電所の運

転を記念 して |~太陽の町」「新工不ルギーの詢I」 に衣替え、東洋では初めての

科学 イベントである「仁尾太陽博」が開催されています。

結碧の海とさんさんと輝 く太陽の意みを受ける瀬戸内海を背景に「 太陽エネ

ルギーか拓 く地球新時代」をテーマに、これてで人類に多大な恩恵をもた らし

て きた太陽。その膨大な太陽エネルギーが新 しい技術によつて姿を変えようと

しています。

そこで、人類が来るべき世紀に向か つて繰 り広げる壮大なエネルギー開発の

ドラマを直かに見て、触れ、理解 し、確かめて もら ,体験博物館。それが仁尾

太陽博です。

仁尾太陽博は、太陽熱試験発電所、太陽科学博物館、全天全周の映像体験な

ど種 々の施設やイベン ト広場での楽 t′い催物、緑の散歩道等 々、今日最 も関心

の 同いエネルギーについて皆様の生活や学習にと つて有意義で楽 しい一日をお

約束 し■す。

◇  太陽熱発電パイロツトプラン ト

サンシ ヤイン計画の うち、太陽エネノレギーは身近で、存在量の膨大なク リー

ンなエネルギーとして我が国にとつて、極めて魅力的なものです。この発電所

は、約 1万平方メー トルの敷地にタフー集光方式 と曲面集光方式 (各 々1千 キ

ロヮ ット級 )′)2方式を設置 してい■す。タフー集光方式は、 4メ ー トル四方

″)ヘ リオスタ ツト(平面鏡 )を 807台 設置 して中央のタヮー上 (高 さ 69メ

ー トル )の集熱器に太陽エネルギー脅収集するものです。曲面集光方式は、 2,

480枚 の平面鏡 と124台 の パラボラ鏡を設置 し、数多 くの平面鏡で太陽熱

をパラボラ鏡に集め、その集点でエネルギーを'収集するものです。いずれ も太
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陽 エネルギーを集めて密慶の濃いエネルギーとし、それにより高温
の蒸気を発

生 させ タービン発電機を駆動 して電気 エネルギーを得るも
のです。

◇太陽科学博物館 (ソ ーラー リア
ム )

仁尾太陽博のテーマ
。パビリオ /が太陽科学博物露「 ソーラー リアム」です。

人類今世紀最人のチ ャレンジである「造エネルギー技術開発 プ
ロジエク ト」の

全てを色 々な晨示技法を使 つて
″
現在のエネルギー事情′′

″
新 しいエィルギー

の開発″ /'日 本 と世界のエネルギー問題″ 
ク
太陽熱試験発電の原理モデルタ を

は じめ造 工不ルギーの原理、実験などを通じて
″
見て′′ 
″
聴いて″ 

′/触
れて 〃

理解 し確かめることができるょつにな
つています。主な内容は、次′)コ ーナー

に分け られています。                 (以 下次号 ) ―`

香川県総合防災訓練参加について

香川県防災会議では下記の 目的で 7月 24日(09時から高松市成合町地内、

香東川河川敷 (成合橋～中森橋 )に おいて総合防災訓練を実施すること
になり、

‐

現在計画打合せ中ですが、わが「 JARL香 川県支部 」お よび「 香川県 アマチ _

ユア無線赤十字奉仕団」は これに参刀日することにな り■した。御協力を頂ける

方はお甲し出 ください。 (起震車が来■す。一度ぉためしください。 '

(目   的 )

災害対策基本法及ひ香川県地域防災計画に基づき、防災関係機関と住民

が一体とな つて、人命救助・災害応急対策等の総合防災訓練を行 うこと
〔

より、防災関係者及び住民に、災害時における心構えと防災活動
の迅速・

円滑化並ひに参加機関相互の有機的かつ効果的な協力体制
の確立を図るこ

とに より、防災満勤体制の充実強化 と一般住民の防災意識の高揚を図る。

(参加機関 )

各市町消防団 。自衛隊・ 日赤香り|1県支部・ 警察本部・ 警察署・ 四国管区警

察局・香川県通信部・ 日本電信電話公社・ 四国電力株式会社・高松市役所・

婦人防火 タラブ。日赤地元奉仕団・各消防本部・ 香川県 トラ
ツタ協会・ 地

元住民・ LPガ ス保安協会・一般高圧 ガス保安協会 等
(JA51QP)
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編 集 者
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連絡事務所

JA5MG  種 手   章
JA50M  村田 吉弘
JA5ェ QP 合田日正春
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高松市中新町 2-15
天野英弘 方
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